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研究成果の概要（和文）：　本研究では、宋版一切経中の『大般若経』に対象を絞り、宋版一切経諸版の附載音
釈を比較した。その上で、宋版一切経付載音釈が日本の『大般若経』および『大般若経音義』の音注に与えた影
響について考察することを目的とした。
　宋版一切経中の『大般若経』音釈の資料収集は完了した。また、日本における『大般若経』訓点資料の調査と
実態報告もできた。しかし、宋版一切経中の『大般若経』音釈に対象を絞っても資料が膨大であり、そのすべて
のデータ化は完了していない。
　研究期間終了後も、データ公開のための作業を続けたい。

研究成果の概要（英文）：　Of the Sung Canons all the Buddhist sutras it was over 『大般若経』
on-syaku（音釈）.　In addition, I did investigations and the actual situation reports of Japanese 
Kunten Language（訓点）on 『大般若経』.
　However, that data-processing is not completed.
　After this study period, I am going to continue this work for data exhibitions.

研究分野：日本語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　宋版一切経は、日本に大量に輸入され、大切に保管されてきたものの、情報公開は進んでいない。その中、書
陵部蔵の開元寺版・東禅寺版混合蔵の画像が公開された。増上寺蔵本の思渓版の公開準備も進んでいる。
　いっぽう、寺院・文庫に保管されている日本の訓点資料は、活用する研究者が限られているためか、その公開
は進まない。本研究では、それを翻刻し、公開した。
　また、本研究はその音釈を研究対象とし、諸研究に広く活用できるデータ公開を目指した。しかし、電子デー
タ化にはそのデータ量ばかりでなく、漢字字体も大きな壁になっている。公開が進んでいる画像とのリンクを検
討する必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 
 申請者は、2007 年～2016 年の９年間、科学研究費による調査によって、醍醐寺蔵宋版一切
経東禅寺版に直に接した。その成果として、全 6102 帖の目録・『醍醐寺蔵宋版一切経目録』（2015
年、汲古書院、B5・全 4300 頁）も出版した。現在も原本調査は進行中である。その調査の中
で、宋版東禅寺版から始まり開元寺版に引き継がれ、思渓版以降の帖末音釈にも受け継がれた、
函別音釈に強く興味を持った。６００函を超える経函のほとんどに、函別の音釈一帖が附載され
ているのであり、これらは東アジアの言語・文化・思想に大きな影響を与えたに違いないと思わ
れた。 
 しかし、現時点では、一般の研究者は、宋版一切経の閲覧が困難であり、大量の音釈の実態を
知ることができない。そのため、宋版一切経音釈の研究は、ほとんど進行していない。 
 以上のような現状に鑑み、本研究を進めることが、世界最大の東禅寺版コレクションである醍
醐寺蔵本に接することができた者の責務であると感じるようになった。そこで、2014～2016年
には、基盤研究(C)「宋版一切経東禅寺版附載音釈に関する基礎的研究」の交付を受け、醍醐寺
蔵本音釈のデータベース化を試みた。 
 この度の研究では、『大般若経』に限定して、宋版諸本の音釈を比較するとともに、宋版音釈
の日本への影響を考察したいと考えた。 
 上記研究に類する研究は、宋版を出版した中国においても、それが伝えられた東アジアの諸国
においても行なわれていない。宋版一切経諸版のまとまった遺品がそれらの国々には現存しな
いためである。 
 本研究は、宋版一切経諸版が多く残存する日本の研究者によって推進されることが世界の研 
究者から求められている。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 「宋版一切経諸版における附載音釈の基礎的研究」と題する本研究の全体構想は、北宋末～南
宋に印行された宋版一切経諸版、すなわち東禅寺版・開元寺版・思渓版・磧砂版に附載された音
釈の実態を明らかにし、それらが日本に与えた影響を解明することである。 
 本研究では、宋版一切経中の『大般若経』に対象を絞り、諸版の附載音釈を比較することで、
学界未公開の実態を明確にする。その上で、宋版一切経付載音釈が日本の『大般若経』および『大
般若経音義』の音注に与えた影響について考察することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究を、以下の方法・手順で進めた。 
Ａ．資料収集 
 ①書陵部蔵宋版一切経東禅寺版・開元寺版『大般若経』の写真を整理する。 
書陵部蔵宋版一切経は、東禅寺版・開元寺版の混合蔵である。これは、前回の科学研究費で写真
を取得している。これを、東禅寺版・開元寺版を区別して、整理する。 
 ②書陵部蔵宋版一切経『大般若経』が開元寺版である帖につき、東寺蔵本東禅寺版『大般若経』
の原本調査をする。 
 ③醍醐寺蔵宋版一切経の『大般若経』は、開元寺版である。この開元寺版『大般若経』の附載
音釈および帖末音釈の写真を整理する。 
醍醐寺および以前の研究における研究分担者・研究協力者の力により、附載音釈および帖末音釈
すべての写真を撮影済みである。その大量の写真を整理し、研究に備える。 
 ④増上寺蔵思渓版『大般若経』ならびに書陵部蔵磧砂版『大般若経』の音釋写真を複写する。
増上寺ならびに書陵部に、帖末音釈の写真複写を依頼する。 
 ⑤日本の『大般若経』写本・版本および『大般若経音義』の複製本および公開画像を購入し、
必要に応じて原本調査をする。対象資料は、宋版の影響が考えられる院政期～南北朝期の訓点本
とする。具体的には、まず聖語蔵『大般若経』訓点本の公開画像を購入する。また、目録等の写
真で音注が書写・加点されている写本・版本を抽出し、その訓点の全貌を、それらの写本・版本
を原本調査することによって確認する。 
 
Ｂ．データ入力 
 上記の写真・原本で確認した音釈の音注を、コンピュータ処理できるように入力する。 
 
Ｃ．データの分析と考察 
 上記データベースを基に、宋版諸版の『大般若経』音釈を比較し、異同を整理する。また、日
本残存の院政期～南北朝期『大般若経』写本・版本および『大般若経音義』の音注に、宋版諸版
の音釈のいずれかと一致するものが存するものか否かを調査し、その結果について考察を加え



る。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、以下のことがらを行なった。 
 １．データ整理・確認 宋版一切経諸版（東禅寺版・開元寺版・思渓版・磧砂版）の音釈なら
びに『大般若経』日本古訓点資料・音義のデータベースを完成させた。 
 ２．データ分析 上記のデータを活用して、宋版一切経諸版音釈の異同を明らかにし、院政期
～南北朝期の『大般若経』日本訓点資料ならびに『大般若経音義』への影響について考察した。 
 ３．原本調査 原本でないとわからない点について、原本閲覧に出向き、確認した。 
 ４．研究成果の公開 漢字音情報データの最終確認とその分析・研究を行ない、訓点資料の字
音点を翻刻し、分析結果を論文として公表した。 
５．本研究の基礎データのすべての整備･公表の準備を進めた。全データの公表には、今しば
らくの時間を要する。 
 
 本研究の音釈データは、近い将来に、インターネット上で世界に公開する予定である。 
 この音釈データの活用により、東アジアにおける仏典音義・辞書の研究が新たな進展を見せる
ことが期待される。 
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